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響

　砂　ワ　　　　雪国の朝一一番の早起きは、道路除雪に従事
L
　　　　　　している人たちかもしれません。冬の生活の足を

　　　確保する除雪は、雪国十日町市にとってはなくてはな

　　らない大切な仕事です。今月号は1月29日（火）の除雪の様子

を皆さんにお届けします。

　
冬
期
間
の
道
路
確
保
に
必
要
な
除

雪
計
画
は
、
十
日
町
土
木
事
務
所
が

作
成
す
る
「
冬
期
道
路
交
通
確
保
計

画
調
書
」
と
、
十
日
町
市
の
「
雪
害

予
防
計
画
実
施
要
領
」
に
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
平
成
二
年
度
の
除
雪
計
画
で
は
、

市
道
総
延
長
四
二
五
・
七
㎞
の
う
ち
、

七
五
・
二
三
㎞
が
機
械
除
雪
で
、
二

九
・
七
㎞
が
消
雪
パ
イ
プ
・
流
雪
溝

に
よ
る
も
の
、
そ
の
他
が
町
内
委
託

に
よ
る
除
雪
や
圧
雪
な
ど
と
な
っ
て

今
日
の
携
雪
作
業
の
打
ち

合
わ
せ
を
し
ま
す
。
今
日

の
雪
を
運
ぶ
場
所
は
、
雪

ま
つ
り
の
カ
ー
ニ
バ
ル
会

◎　　
　
場
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
朝
の
打
ち
合
わ
せ

い
ま
す
。
国
道
や
県
道
の
機
械
除
雪

路
線
も
合
わ
せ
る
と
、
市
内
の
二
一

二
・
九
三
㎞
の
道
路
が
除
雪
ド
ー
ザ

ー
や
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
な
ど
の
機

械
で
除
雪
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
除
雪
路
線
は
、
十
日
町
土
木
事
務

所
と
十
日
町
市
が
直
接
除
雪
す
る

「
直
営
路
線
」
と
、
大
型
機
械
な
ど

を
所
有
し
て
い
る
民
間
業
者
に
委
託

し
て
行
う
「
業
者
委
託
路
線
」
が
あ

り
ま
す
。

　
今
月
号
で
紹
介
す
る
「
十
日
町
市

除
雪
セ
ン
タ
ー
」
は
、
市
の
直
営
路

線
を
受
け
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

三
十
一
人
の
職
員
が
三
班
に
分
か
れ
、

ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
三
台
、
除
雪
ド

ー
ザ
ー
四
台
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
四
台

を
使
っ
て
、
毎
朝
の
道
路
除
雪
と
日

中
の
道
路
拡
幅
作
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
除
雪
作
業
は
朝
の
通
勤
・
通
学

の
時
間
ま
で
に
完
了
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
た
め
、
降
雪
状
況
に
よ
っ

て
は
早
朝
の
三
時
、
四
時
か
ら
始
め

ら
れ
ま
す
。

④
　
　
　
　
排
雪
作
業

　
　
　
　
雪
を
集
め
る
除
雪
ド
ー
ザ

ー
、
雪
を
積
み
込
む
ロ
ー
タ
リ
i
、

ダ
ン
プ
カ
ー
の
そ
れ
ぞ
れ
の
運
転
手

の
息
が
ぴ
っ
た
り
合
い
ま
す
。

機
械
に
つ
い
た
雪
は
落

と
し
て
お
か
な
い
と
凍

り
つ
き
、
出
動
で
き
な

④　　　
く
な
り
ま
す
。

　
　
　
作
業
終
了

饗
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、
7
，
・

　
近
年
、
歩
道
を
含
め

た
道
路
除
雪
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
が
強
く
求
め
ら

れ
て
い
る
中
、
十
日
町

市
は
「
冬
期
歩
行
者
空

間
確
保
実
験
事
業
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
実
験
事
業
と
し
て
、

九
つ
の
歩
道
融
雪
シ
ス

テ
ム
が
市
役
所
前
の
市

道
を
中
心
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
各
融
雪
施

設
は
灯
油
ボ
イ
ラ
ー
、

電
気
等
に
よ
り
融
雪
す

る
も
の
で
、
運
転
操
作

性
、
安
全
性
、
経
済
性

な
ど
を
調
査
し
て
い
ま

す
。
融
雪
歩
道
の
利
点

は
、
消
雪
パ
イ
プ
な
ど

に
比
べ
て
水
た
ま
り
な

ど
が
で
き
に
く
く
、
ま

た
、
い
つ
も
歩
き
や
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

い
状
態
に
し
て
お
け
る
こ
と
で
す
。

　
小
型
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
に
よ
る

歩
道
除
雪
に
つ
い
て
は
、
本
町
西
線

な
ど
で
実
施
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
市

道
川
治
昭
和
町
線
な
ど
で
実
験
を
積

み
重
ね
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
病
院
周
辺
の
お
年

寄
り
の
多
い
歩
道
な
ど
、
い
つ
も
歩

き
や
す
い
状
態
に
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
所
は
融
雪
施
設
、
通
学
路

な
ど
は
小
型
ロ
ー
タ
リ
i
除
雪
車
、

と
い
う
よ
う
に
、
場
所
と
目
的
に
よ

り
最
適
な
方
法
を
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

麟

▲小型ロータリー除雪車による歩道除雪

鑑蕪　譲馨野鋭＝劉－

▲歩きやすくて、ラクラク通学

除
雪
セ
ン
タ
ー
の
職
員

は
交
代
で
食
事
の
準
備

を
し
ま
す
。
な
か
な
か

④な

嚢
備
乾

　
　
　
　
　
　
　
r
ミ

馨
欝
㎜
灘
㎜
．
・

翻

　
除
雪
中
一
番
困
る
の
は
、

違
法
駐
車
で
す
ね
。
除
雪

車
で
傷
つ
け
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
る
の
で
　
絶
対
に

違
法
駐
車
は
し
な
い
で
く

だ
さ
い
　
ま
た
　
安
全
の

た
め
除
雪
中
は
誘
導
員
の

指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。長

市除雪隊

大嶋恒男

④
十日町市の市道の除排雪費用と降雪の累計

　　　　　　　　　　　　　　除排雪費用（千円）

100，000200，000300，000400，000500，000

朝早い仕事なので、交代で除
雪センターに泊まり込みます。

453，513

鞠；雛甥

響嚢欝鷲

劉312，373千円

1，479cmI

1，730

215，881

1，059

劉240，575
1．1211

睡璽翻除排雪費用

麗翻翻降雪の累計1107，296

481

劃172，025

769

227，558（予算）

昭和
59年度

60年度

61年度

62年度

63年度

　
度
　
　
度

成
年
　
年

平
元
　
2

1，500　2，000　2，500
　　　　　　降雪の累計（cm）

1，000500
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を
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k
k
会

　
　
ム
月
大

芸
叢

に
統
春

　
　
　
　
新

り
伝
で

お年寄鱗

～「三好園」

＊

＊

＊

　
一
月
十
三
日
㈹
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
三
好
園
」
で
新
春
芸
能
大
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
入
所
者
に
新
年
の
一
日
を
楽
し
ん
で

も
ら
お
う
と
同
園
の
家
族
会
（
庭
野
正
平
会

長
）
が
中
心
と
な
り
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
は
、
市
議
会
社
会
経
済
委
員
の
皆

さ
ん
が
三
好
園
を
訪
問
し
た
中
、
赤
倉
神
楽

の
皆
さ
ん
、
踊
り
の
藤
間
征
子
さ
ん
、
十
日

町
小
唄
日
本
一
の
金
沢
幹
枝
さ
ん
ら
が
出
演
、

得
意
の
歌
や
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
は
、
伝
統
芸
能
や
懐

か
し
い
歌
に
手
拍
子
で
こ
た
え
て
い
ま
し
た
。

新年の一日を歌や踊りで楽しく過ごしました

郷土の自然や歴史を
　　　いろはかるたに
～初の大井田雪上かるた大会～

、
ジ嚢

タコ

輔
　
「
ほ
ん
や
ら
洞
　
幼
な
じ
み
が

目
に
浮
か
ぶ
」
　
「
境
内
が
　
盆
踊
り

に
溢
れ
た
　
真
浄
院
」
な
ど
と
大
井

田
地
区
の
自
然
や
歴
史
を
う
た
い
こ

ん
だ
「
大
井
田
雪
上
か
る
た
大
会
㌧

が
一
月
十
五
日
㈹
、
大
井
田
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
前
の
広
場
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　
郷
土
の
自
然
や
歴
史
、
文
化
や
風

俗
習
慣
な
ど
を
再
認
識
し
、
次
の
世

代
に
伝
え
て
い
こ
う
と
、
公
民
館
大

井
田
分
館
の
事
業
の
一
つ
と
し
て
大

井
田
い
ろ
は
か
る
た
製
作
実
行
委
員

会
（
小
川
修
治
会
長
）
を
中
心
に
昨

年
か
ら
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
も

の
で
す
。

　
　
　
螂
瀞
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
￥

　
　
　
　
　
欝
　
鷲

　
　
　
　
　
　
　
炉
描

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
●

　
　
　
　
　
柵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
馨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繧
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蟹

　
カ
ル
タ
は
縦
六
十
仕
．
横
四
十
袖
．
の

大
き
な
も
の
で
、
文
章
に
合
わ
せ
て

一
つ
一
つ
絵
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
ち
ら
つ
く
雪
の
中
で
、
小
学
生
か

ら
大
人
ま
で
目
当
て
の
札
を
探
し
て

雪
の
中
を
駆
け
回
り
、
雪
国
な
ら
で

は
の
行
事
と
な
り
ま
し
た
。

わたしたちの

　
元
気
・
本
気
・
根
気

　
わ
た
し
た
ち
の
学
校
の
近
く
に
は
、

ぶ
な
林
が
あ
り
ま
す
。
春
は
新
緑
、
秋

は
紅
葉
で
と
て
も
き
れ
い
で
す
。
ま
た

雪
が
降
る
と
ぶ
な
の
木
に
白
い
綿
が
か

ぶ
さ
っ
た
よ
う
に
な
っ
て
、
輝
い
て
い

る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
、
柏
崎
市
に
あ
る
高
浜

小
学
校
と
交
流
学
習
を
始
め
て
い
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　ロ流学習での楽しいキャンフ

七
月
に
、
わ
た
し
た
ち
は
高
浜
小
学
校

へ
行
っ
て
、
海
に
入
っ
た
り
砂
ガ
ニ
取

り
な
ど
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
夏
休
み

に
は
、
今
度
は
高
浜
小
学
校
の
五
・
六

東
下
組
小
学
校

（
中
山
富
士
雄
校
長
・
児
童
数
二
十
一
人
）

水落まゆみさん
　　（6年）

年
生
を
呼
ん
で
、
中
峰
キ
ャ
ン
プ
場
で

キ
ャ
ン
プ
を
し
ま
し
た
。
食
事
の
し
た

く
や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
や
、
班
ご

と
の
出
し
物
な
ど
を
し
ま
し
た
。
他
の

小
学
校
と
交
流
学
習
を
す
る
の
は
、
今

年
度
が
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、
最
初
は

あ
ま
り
口
も
き
け
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

時
間
が
た
つ
に
つ
れ
て
、
友
達
が
た
く

さ
ん
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
友
達
の

中
で
は
、
今
で
も
文
通
し
て
い
る
人
た

ち
も
い
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
の
学
校
に
は
遊
具
が
少

高学年が頑張った遊び場作り
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十
日
町
な
ら
で
は
の
商
品
が
数
多
く
出
品

　
～
第
二
回
観
光
土
産
品
コ
ン
ク
ー
ル

　
観
光
協
会
が
主
催
し
た
第
二
回
十

日
町
市
観
光
土
産
品
コ
ン
ク
ー
ル
に

食
品
の
部
四
十
点
、
食
品
以
外
の
部

五
十
五
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

一
月
二
十
一
日
㈲
ク
ロ
ス
ー
0
で
審
査

会
を
開
き
審
査
の
結
果
、
食
品
の
部

金
賞
に
「
織
音
」
ガ
ト
ー
タ
カ
ダ
ヤ

作
、
食
品
以
外
の
部
金
賞
に
「
雪
ん

子
グ
ル
ー
プ
三
点
」
雪
ん
子
の
会
作

か
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
応
募
作
品
は
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
特

徴
を
表
現
し
、
芸
術
感
覚
あ
ふ
れ
た

舌
、
、
ノ
」

　　　　　　　　　　　　　　難

　　　　　　　　　　　　　ヲ1

　　　　　　　　響

　　　　　　℃　　　　墓　　籔　警蝋鷺

ノ

も
の
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
リ
ソ
ー

ト
や
北
越
北
線
開
業
な
ど
来
る
べ
き

観
光
新
時
代
に
向
け
た
こ
の
土
産
品

　
　
十
日
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

「
織
音
」丸ψ町の担

晶
協
▽

第
二
部
金
賞

「
雪
ん
子
グ
ル
ー
プ
3
点
」

噸マ剛賑．
会の代名詞

な
い
の
で
、
高
学
年
の
卒
業
記
念
も
か

ね
て
、
遊
具
を
作
り
ま
し
た
。
電
柱
を

切
っ
て
、
の
み
で
け
ず
っ
て
、
く
ぎ
を

動物たちは教室の中に来るほど大の仲良し

打
ち
、
穴
を
掘
っ
て
立
て
ま
し
た
。
機

械
や
大
人
の
人
の
手
を
借
り
ず
、
全
部

自
分
た
ち
の
力
で
作
り
ま
し
た
。
頑
張

っ
た
か
い
が
あ
っ
て
、
と
て
も
良
い
遊

び
場
が
で
き
ま
し
た
。
低
学
年
、
中
学

年
の
人
た
ち
が
喜
ん
で
遊
ん
で
く
れ
た

の
で
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
動
物
は
、
学
校
で
卵
か
ら
み
よ
か
し

　

た
ニ
ワ
ト
リ
と
、
ウ
サ
ギ
を
飼
っ
て
い

ま
す
。
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
ヒ
ョ
コ
は
、

教
室
の
中
を
遊
び
回
っ
て
い
て
、
と
て

も
か
わ
い
か
っ
た
で
す
。
学
校
の
前
庭

に
飼
育
小
屋
を
作
っ
た
の
で
す
が
、
雪

の
な
い
時
期
は
、
ニ
ワ
ト
リ
を
放
し
飼

い
に
し
て
育
で
、
て
い
ま
す
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
O
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　
「
丸
青
会
」
ど
こ
か
O
O
組
の
一
派

と
間
違
わ
れ
そ
う
な
会
の
名
前
で
す
が
、

十
日
町
の
ど
真
ん
中
、
紳
士
が
そ
ろ
っ

た
丸
山
町
青
年
会
で
す
。
会
員
同
志
の

親
睦
と
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

を
願
っ
て
昭
和
五
十
三
年
に
発
会
し
ま

し
た
。

　
現
在
会
員
は
男
性
だ
け
の
二
十
二
名
。

月
七
百
円
の
会
費
と
町
内
か
ら
の
補
助

金
で
会
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
主
な
行

事
は
、
一
月
の
新
年
会
と
し
め
焼
き
、

雪
消
え
に
行
う
公
園
の
遊
具
付
け
と
ガ

ー
ド
レ
ー
ル
付
け
、
七
月
の
家
族
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
、
八
月
の
生
ビ
ー
ル
大

会
と
三
区
子
ど
も
み
こ
し
参
加
。
九
月

の
旅
行
、
十
一
月
の
冬
囲
い
と
公
園
の

後
片
付
け
、
十
二
月
の
忘
年
会
で
す
。

際
立
っ
た
行
事
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
各

行
事
と
も
酒
が
つ
き
、
酒
豪
ぞ
ろ
い
の

メ
ン
バ
ー
の
エ
ネ
ル
ギ
i
源
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
年
に
数
回
は
き
れ
い

ど
こ
ろ
を
仲
間
に
入
れ
て
親
睦
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　
「
丸
青
会
」
と
い
う
野
球
部
に
も
応

援
し
、
野
球
部
は
成
績
に
は
恵
ま
れ
ま

せ
ん
が
、
少
な
い
メ
ン
バ
ー
で
西
部
地

区
大
会
や
市
長
杯
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
丸
山
町
は
今
、
駅
西
開
発
の
真
っ
た

だ
中
。
北
越
北
線
の
停
車
駅
、
リ
ゾ
ー

ト
の
玄
関
口
に
も
な
る
こ
の
開
発
に
、

会
員
も
不
安
と
期
待
を
い
だ
き
な
が
ら
、

こ
の
計
画
の
成
り
行
き
に
注
目
し
て
い

ま
す
。

　
町
内
に
は
ま
た
、
奥
さ
ん
同
志
の
集

い
も
芽
を
出
し
、
ま
す
ま
す
活
気
を
お

び
て
い
ま
す
。
丸
青
会
も
一
時
期
の
勢

い
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
会
員
同
志
一
致

団
結
し
て
、
町
内
の
発
展
と
子
ど
も
た

ち
の
成
長
を
願
っ
て
、
地
道
に
活
動
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

5とお』げ」し3平成3年2月10日
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圃　　①私の住んでいる吉田南部　　地域にも、下水道を早く入れ

てもらえないものでしょうか。

②私は地域の消防団に所属してい

ますが、一昨年オールシーズンタイ

ヤの積載車を入れてもらいました。

しかし、受け持ち区域には山間地も

あり、夜間の広報活動などでは路面

が凍結して不安です。ぜひスパイク

タイヤを導入して欲しいと思います。

翻私雛盤難魏
きない施設となっています。しかし、

十日町市全域の下水道整備に要する

費用は試算によりますと約367億円か

かります。公共下水道は、昭和49年

から事業を開始して以来本年までに

145億円を投資しましたが、普及率は

30．3％に過ぎません。さらに普及率

向上を目指して努力しているところ

ですが、今後222億円という巨額の経

費が必要となります。

齋木政隆さん（北鐙坂3）

まだまだ多くの未着手地区があり

ますが、限られた予算の中でどのよ

うにして財源を確保するか、また、

いかに短期間で普及率を上げるかと

いうことが最大の課題です。

近年特に、各地区から下水道の普

及促進の要望が高まっている中で、

市としても国、県のあらゆる制度を

活用しながら、可能なかぎり早期に

完成すべく計画を見直しているとこ

ろです。　　　　　　　（下水道課）

②この問題については、購入時に

スパイクタイヤの販売及び使用等の

禁止が、平成3年4月1日から施行

されることを考慮し、オールシーズ

ンタイヤを採用しました。なお、車

両の安全運転上、タイヤチェーンが

一番制動力があるといわれ、消防署

においても、降雪や凍結時にはタイ

ヤチェーンを付けて出動しています。

今後とも消防車両等の安全運転を

最優先に消防活動へのご協力をお願

いいたします。　　（消防署警防課）

この欄では＼皆さんのところに

お伺いして市役所の仕事などでわ

からないことや疑問点について担

当課でお答えします。近所の話題＼

市に対する提言、ご意見をお侍ち

して／、＼ますのでご連絡ください。

囹連絡先／総務課文書広報係

　　（智57－3／1／内線2／3・2／4）
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香
北
町
は
、
高
知
市
か
ら
三
十
キ
ロ

程
山
あ
い
の
、
人
口
六
千
人
程
の
小
さ

な
町
で
す
。
剣
山
国
定
公
園
に
近
く
、

　
　
　
り
ゅ
う
が
ど
う

名
所
”
竜
河
洞
”
ま
で
車
で
二
十
分
程

で
す
。
段
々
畑
一
面
の
み
か
ん
、
び
わ
、

柿
、
山
桃
な
ど
の
果
物
栽
培
と
米
作
り

が
中
心
で
、
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
て

い
ま
す
。
子
ど
も
の
頃
は
果
物
が
お
や

つ
で
、
今
で
も
み
か
ん
が
送
ら
れ
て
く

る
と
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　
南
国
高
知
に
も
雪
は
降
り
ま
す
。
せ

い
ぜ
い
三
～
四
独
．
で
す
が
、
そ
れ
で
も

大
雪
な
ん
で
す
。
車
も
人
も
動
け
ず
、

休
校
に
な
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
し
た
。

屋
根
の
雪
を
ほ
う
き
で
掃
い
た
り
し
て

雪
を
か
き
集
め
、
”
黒
い
雪
ダ
ル
ア
で

南
国
の
冬
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
近
く
の
空
き
地
で
は
野
球
が
と
て
も

盛
ん
で
し
た
。
昔
か
ら
四
国
勢
が
高
校

野
球
で
強
い
の
も
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に

ワ
ケ
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
高
校
を
卒
業
し
て
愛
知
県
の
染
色
会

社
に
就
職
。
そ
こ
で
主
人
と
知
り
合
い

7
ゆ

　　香、￥￥鼻

　∂　　 徳島県

竃

囁藤鍵
香粥画

ま
し
た
。
先
輩
・
後
輩
の
つ
き
合
い
が
、

い
つ
し
か
恋
人
同
士
に
。
二
十
歳
で
結

婚
し
、
そ
の
ま
ま
十
日
町
へ
。

　
驚
い
た
の
が
雪
と
む
し
暑
さ
。
道
路

脇
の
高
い
雪
壁
と
雪
の
量
は
、
こ
の
世

の
物
と
は
思
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
夏

の
む
し
暑
さ
に
も
思
い
や
ら
れ
ま
し
た
。

四
国
の
夏
は
カ
ラ
ッ
と
し
て
い
て
心
地

良
い
暑
さ
で
し
た
。

　
十
日
町
に
来
て
も
う
十
七
年
。
今
は

す
っ
か
り
十
日
町
の
人
で
す
が
、
二
～
三

年
に
一
度
家
族
と
一
緒
に
里
帰
り
し
、

南
国
の
香
り
を
満
喫
し
て
く
る
の
が
楽

し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。

9

灘難．

山口理恵・子さん

　（馬場2・37歳）

　　かみ高知県香美郡
　　かほくちょう
　　香北町

6



材料（4人分）

豚肉……2008こしょう……適宜
玉ねぎ……2個　　ケチャップ…青カッフ

ニンニク……少々

壕』蕪，A〔訴㌶

サラダ油……大さじ3

●
●
●
●
●
●
●
●
●

踵、　　旨

ボ
ー
翻
殉
臓
1
該
燕
嬢

『
き

島田真理さん
（騰胆52罫）

チ
ョ
ッ
ピ
リ
辛
味
が
大
好
評

　
食
べ
終
っ
た
あ
と
に
辛
味
が
き
い
て

く
る
と
こ
ろ
が
秘
け
つ
で
す
。
辛
い
の

が
苦
手
な
場
合
は
、
生
ク
リ
ー
ム
を
か

け
て
も
美
味
し
い
で
す
。
子
ど
も
た
ち

や
友
人
た
ち
に
も
大
変
好
評
で
す
。

〈
作
り
方
〉
①
玉
ね
ぎ
一
個
を
薄
く
切

り
、
も
う
一
個
は
く
し
形
に
。
ニ
ン
ニ

ク
と
し
ょ
う
が
は
み
じ
ん
切
り
。
豚
肉

を
二
～
三
勉
．
の
角
切
り
に
し
て
、
塩
と

こ
し
よ
う
を
ふ
る
。

②
フ
ラ
イ
パ
ン
で
サ
ラ
ダ
油
を
熱
し
、

ニ
ン
ニ
ク
、
し
ょ
う
が
、
薄
切
り
の
玉

ね
ぎ
を
色
付
く
ま
で
弱
火
で
妙
め
る
。

③
②
を
ナ
ベ
に
移
し
、
小
麦
粉
を
加
え

て
約
三
分
妙
め
、
次
に
カ
レ
i
粉
を
加

え
て
約
二
分
妙
め
る
。
ケ
チ
ャ
ッ
プ
を

加
え
て
練
り
合
わ
せ
、
さ
ら
に
㈲
の
調

味
料
を
入
れ
て
カ
レ
ー
ソ
ー
ス
を
作
る
。

④
フ
ラ
イ
パ
ン
で
油
を
熱
し
、
豚
肉
と

く
し
形
の
玉
ね
ぎ
を
妙
め
て
③
の
ソ
ー

ス
に
入
れ
、
弱
火
で
約
二
十
～
三
十
分

煮
込
み
、
お
ろ
し
り
ん
ご
を
加
え
る
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　　　　　　（3歳）

徳永竜士くん

清二・美津子さん長男

　　（城之古3）

　ぼく。バンダのぬいぐるみがいっぱいあるんだ。一番好きなの

はバンダのピピちゃんで，毎日一緒なんだよ。ドラえもんとも仲

よしで。いつもテレビのドラえもんとお話ししているんだよ。

　　　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

水沢南部保育園

　　　　　⑭

犠

　わたしの大好きな「となりの

トトロ」が遊んでいるの。大き

な木はトトロのお家なのよ。

　ぽくとお兄ちゃん，けいち

ゃんの3人で．飛行機を見て

いるところを描いたんだよ。

　
　
　
　
　
（
6
歳
）

福
島
直
美
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
（
6
歳
）

金
沢
匡
利
く
ん

繍馨轟．

0
9
＠
α
0
α
α
3
α
伊
伊
伊
α
ひ
G
α
0
α
0

、』」2
春
川

　
小
貰
は
春
川
と
庭
野
が
あ
ら
ん
で
す

が
、
両
方
の
本
家
と
も
赤
倉
か
ら
出
た

ん
だ
そ
う
で
す
。
最
初
は
山
の
番
人
と

し
て
こ
こ
に
夏
だ
け
来
た
ん
だ
そ
う
で

す
が
、
冬
に
な
っ
て
赤
倉
に
帰
る
と
き
、

夏
う
ち
食
べ
て
お
っ
た
お
茶
わ
ん
の
中

に
杉
子
を
植
え
て
、
来
年
の
春
来
た
と

き
こ
れ
が
健
在
だ
っ
た
ら
こ
こ
に
住
も

う
と
い
う
話
に
な
っ
た
ん
だ
そ
う
で
す
。

そ
れ
が
春
来
た
と
き
に
健
在
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
こ
こ
に
住
み
始
め
た
ら

し
い
で
す
ね
。
そ
の
杉
と
い
う
の
が
今
、

県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る

大
杉
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
の
樹
齢

が
七
～
八
百
年
だ
そ
う
で
す
か
ら
、
こ

の
村
も
七
～
八
百
年
と
い
う
こ
と
に
な

熊
三
郎
さ
ん

　
　
　
（
小
　
貫
・
7
7
歳
）

り
ま
す
。
こ
の
杉
が
村
の
始
ま
り
の
木

と
い
う
こ
と
で
す
て
。
こ
ん
な
話
を
年

寄
り
か
ら
言
い
伝
え
で
聞
か
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
て
。

　
そ
い
か
ら
こ
こ
は
赤
倉
と
南
郡
を
結

ぶ
所
と
い
う
意
味
で
「
小
貰
」
と
い
っ

た
ら
し
い
で
す
。

　
昔
は
二
十
一
戸
あ
り
ま
し
た
ど
も
、

今
は
六
戸
し
か
な
い
で
す
。
過
疎
と
い

う
こ
と
で
、
若
い
人
が
ほ
と
ん
ど
い
ね

や
ん
で
す
て
。
昔
は
お
正
月
な
ん
か
に

な
る
と
、
若
い
男
女
が
集
ま
っ
た
も
ん

で
す
て
。
小
正
月
に
な
る
と
、
十
四
日

の
日
に
ま
ゆ
玉
と
か
、
い
も
や
か
ぼ
ち

ゃ
の
形
を
し
た
団
子
を
家
の
中
に
飾
る

こ
と
が
大
行
事
で
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。

も
ち
で
も
ち
花
や
稲
穂
を
作
っ
た
り
、

団
子
を
ゆ
で
た
ゆ
で
湯
を
、
な
し
と
か
く

り
や
柿
の
木
に
か
け
て
、
　
「
な
る
か
な

ら
ね
か
。
な
ら
ね
と
切
る
ぞ
」
と
一
人

が
言
っ
て
な
た
で
切
る
ふ
り
を
し
て
、

も
う
一
人
の
人
が
「
な
り
ま
す
。
な
り

ま
す
」
と
い
う
行
事
も
あ
っ
た
の
。

　
時
代
の
流
れ
で
し
ょ
う
が
な
い
ど
も
、

村
に
活
気
が
な
く
な
っ
た
の
が
一
番
寂

し
い
で
す
て
。

○
7とrお．ガ夢コ旨平成3年2月10日
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問い合わせ／税務課市民税係（奮内線116・117

囹
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
”
所
得
の
あ
っ
た
人

①
営
業
、
農
業
な
ど
の
事
業

を
営
ん
で
い
る
人

②
地
代
、
家
賃
、
配
当
な
ど

の
所
得
が
あ
っ
た
人

③
給
与
や
年
金
所
得
者
で
、

給
与
や
年
金
以
外
の
所
得
の
あ

っ
た
人

④
給
与
所
得
者
で
、
ニ
カ
所

以
上
か
ら
給
与
の
支
払
い
を
受

け
た
人

⑤
①
～
④
以
外
の
所
得
の
あ

っ
た
人

　
※
所
得
…
…
「
一
年
間
に
得

た
収
入
金
額
」
か
ら
「
そ
の
収

期　日 時　　間 会　　　場

2月16日（土）

　～
3月15日㈹

9：00～16：00
（土曜日は正午まで）

十日町市役所
※日曜日と第2・第4
土曜日は除きます。

2月20日㈱ 9：30～15：00 羽　根　川　荘

2月21日休） 9：30～15：00 下条出張所

2月22日㈹ 9：30～15：00 水沢出張所

2月26日（幻 9：30～15：00 吉田就業改善センター

2月27日㈱ 10：00～15：00 鉢ふるさと会館

3月1日㈹ 9：30～15：00 中条公民館

3月5日（幻 9：30～15：00 馬場集会所

申
告
が
始
ま
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
2
月
B
日
～
3
目
B
日

入
を
得
る
た
め
に
必
要
な
経
費
」

を
差
し
引
い
た
も
の
で
す
。

囹
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た

人
は
　
市
・
県
民
税
の
申
告
書
を
提

出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

團
必
ず
、
収
支
の
記
帳
を

　
営
業
、
農
業
な
ど
の
事
業
を

営
ん
で
い
る
人
は
、
収
入
金
額

と
必
要
経
費
が
所
得
計
算
の
基

本
で
す
。
必
ず
記
帳
す
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

圃
市
・
県
民
税
の
申
告
書
は
、

嘱
託
員
を
通
じ
て
配
布

　
申
告
書
の
「
用
紙
」
と
「
手

引
き
」
は
、
昨
年
申
告
し
て
い

た
だ
い
た
人
を
中
心
に
、
市
政

事
務
嘱
託
員
を
通
じ
て
配
布
し

ま
す
。

　
該
当
事
項
を
も
れ
な
く
記
入

し
、
申
告
期
限
ま
で
に
税
務
課

ま
た
は
各
地
区
公
民
館
（
出
張

所
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

囹
市
・
県
民
税
の
申
告
書
が
必

要
な
人
は

　
税
務
課
ま
た
は
各
地
区
公
民

館
（
出
張
所
）
に
あ
り
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

囹
記
載
方
法
の
相
談
は

　
上
の
日
程
表
の
と
お
り
申
告

相
談
を
開
き
ま
す
。
最
寄
り
の

会
場
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

囹
申
告
は
、
お
早
め
に

　
申
告
期
限
間
近
に
な
り
ま
す

と
大
変
混
雑
し
、
落
ち
着
い
て

相
談
で
き
な
か
っ
た
り
、
長
時

間
お
待
ち
い
た
だ
く
よ
う
な
こ

と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
早
め

に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

囹
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る

と
税
金
が
戻
る
人

　
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
や
予

定
納
税
し
た
税
金
が
納
め
過
ぎ

に
な
っ
て
い
る
人
（
一
般
的
に

は
次
の
①
～
⑤
の
人
）
は
、
申

告
に
よ
っ
て
還
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
申
告
は
、

二
月
十
六
日
前
で
も
税
務
署
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
早

め
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

①
　
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ

た
人
（
医
療
費
控
除
）
…
…
支

払
っ
た
医
療
費
が
所
得
の
五
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

か
、
十
万
円
の
ど
ち
ら
か
低
い

方
の
金
額
を
超
え
て
い
る
と
き
。

②
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
人

（
雑
損
控
除
）
…
…
そ
の
損
失

額
が
、
所
得
の
一
〇
％
を
超
え

て
い
る
と
き
。

③
雪
下
ろ
し
経
費
な
ど
が
か

か
っ
た
人
（
雑
損
控
除
）
…
…

そ
の
経
費
が
五
万
円
、
ま
た
は

＝詔＝＝　　・≒
　　　　一　　　　　　　　　　　　二

　　　　　十日町税務署　盈52－3181

　平成2年分の青色申告決算指導会を

開きます。該当者は出席してください。

≡

期　日 時間 会　場 青串・地区

2月18日
　（月）

9：30
　～

12：00

水　　沢
商工会館

水　　沢

9：30
　～

16：00

吉田就業
改善センター

吉　　田

2月19日，
　（火）

9：30
　～

16：00

十日町
商工会議所

協和・美容・

撚糸・織物・

出機

2月20日

　㈱

9：30
　～

16：00

十日町
商工会議所

中央・飲食・

理容・南・中

条・東・下条

所
得
の
一
〇
％
を
超
え
て
い
る

と
き
。

④
住
宅
を
新
築
、
購
入
（
中

古
住
宅
を
含
む
）
し
た
人
（
住

宅
取
得
〔
等
〕
特
別
控
除
）
…
…

自
分
が
住
む
た
め
に
取
得
し
た

り
、
住
ん
で
い
る
家
を
増
改
築

し
た
場
合
…
…
一
定
の
要
件
を

満
た
し
て
い
れ
ば
、
税
額
が
控

除
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
市
・
県

民
税
に
は
、
こ
の
控
除
は
あ
り

ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
十
日
町
税

務
署
（
盈
5
2
i
3
1
8
1
）
へ
。

⑤
年
の
途
中
で
退
職
し
、
年

末
調
整
を
受
け
な
か
っ
た
人
。

　
※
①
～
④
の
場
合
…
…
そ
の

証
明
書
ま
た
は
領
収
書
等
、
確

認
で
き
る
も
の
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
給
与
所
得
者
に
つ
い

て
は
源
泉
徴
収
票
も
必
要
に
な

り
ま
す
。

囹
口
座
振
替
の
利
用
を

　
確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
の

納
付
や
還
付
は
、
で
き
る
だ
け

金
融
機
関
の
口
座
振
替
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の
控
除
申
告
を

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
税

金
の
所
得
控
除
の
対
象
に
な
り

ま
す
。
申
告
を
忘
れ
ず
に
し
て

く
だ
さ
い
。

囹
平
成
二
年
の
保
険
料
（
月
額
）

〈
定
額
保
険
料
〉

　
1
～
3
月
情
八
、
○
○
○
円

　
4
～
1
2
月
粋
八
、
四
〇
〇
円

〈
付
加
保
険
料
〉
　
四
〇
〇
円

　
※
前
納
し
た
人
ま
た
追
納
や

未
納
保
険
料
を
納
め
た
人
で
金

額
が
わ
か
ら
な
い
と
き
は
、
市

民
課
年
金
係
（
費
内
線
幽
・
踊
）

へ
。

8
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三
種
混
合

　
　
　
一
種
混
合

　
三
種
混
合
（
百
日
ぜ
き
、
ジ

フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風
）
と
二
種

混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風
）

の
平
成
三
年
予
防
接
種
を
下
表

の
日
程
で
行
い
ま
す
。
二
種
混

合
は
、
三
種
混
合
予
防
接
種
が

期
間
内
に
完
了
し
な
か
っ
た
幼

児
と
、
百
日
ぜ
き
に
か
か
っ
た

こ
と
の
あ
る
幼
児
が
対
象
で
す
。

湿
糊
繕
該
幾
繍
籔
幼
箆

①
昭
和
62
年
5
月
1
日
～
平
成

元
年
2
月
2
8
日
の
間
に
生
ま
れ

た
幼
児
で
、
昨
年
ま
で
に
1
期

を
1
回
し
か
接
種
し
て
い
な
い

幼
児
と
未
接
種
の
幼
児

②
昭
和
6
0
年
4
月
2
日
ー
62
年

4
月
3
0
日
の
間
に
生
ま
れ
た
幼

児
で
、
1
期
を
1
回
し
か
接
種

し
て
い
な
い
幼
児
と
未
接
種
の

幼
児
…
…
二
種
混
合
予
防
接
種

と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
6
歳
を
過
ぎ
る
と
接

種
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
昭
和
6
0

年
4
月
生
ま
れ
の
人
は
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

馨
期
縷
該
襲
漆
蓬
幼
鑓

　
昭
和
6
0
年
4
月
2
日
～
6
3
年

2
月
2
9
日
の
間
に
生
ま
れ
た
幼

児
で
、
1
期
が
完
了
し
て
1
年

経
過
し
た
幼
児
（
1
期
2
～
3

回
接
種
し
た
幼
児
）

予
防
接
種
忘
れ
な
い
で

　
な
お
、
1
期
が
完
了
し
で
か

ら
1
年
半
以
上
経
過
し
て
い
る

満
6
歳
以
上
の
幼
児
は
接
種
で

き
ま
せ
ん
。

■
持
参
す
る
も
の
　
　
忘
れ
た

と
き
は
接
種
が
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
①
母
子
健
康
手
帳

②
印
鑑
（
印
鑑
を
つ
い
た
問
診

票
を
持
参
す
る
と
き
は
除
く
）

③
市
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い

な
い
と
き
は
、
住
民
登
録
を
し

て
い
る
市
町
村
か
ら
「
予
防
接

種
実
施
依
頼
書
」
を
も
ら
っ
て

来
て
く
だ
さ
い
。

■
接
種
前
の
注
意

①
お
子
さ
ん
の
健
康
状
態
を
よ

く
知
っ
て
い
て
、
問
診
票
の
記

入
が
で
き
る
人
が
連
れ
て
来
て

く
だ
さ
い
。

②
接
種
日
の
2
、
3
日
前
か
ら

健
康
状
態
に
注
意
を
払
い
、
接

種
の
前
日
は
入
浴
さ
せ
、
清
潔

な
肌
着
を
着
せ
て
く
だ
さ
い
。

③
接
種
の
当
日
は
、
朝
と
昼
の

体
温
を
計
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

④
風
邪
な
ど
で
接
種
を
受
け
る

の
が
不
安
な
と
き
は
、
主
治
医

と
相
談
し
て
来
て
く
だ
さ
い
。

⑤
百
日
ぜ
き
に
か
か
っ
た
こ
と

が
あ
る
と
き
は
、
受
付
で
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

⑥
接
種
を
受
け
た
当
日
は
、
激

し
い
運
動
や
入
浴
を
さ
せ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
保
健
衛
生
課

保
健
衛
生
係
（
a
内
線
珊
・
㎜
）

へ
。対象地区

1期接種月日※2期の幼児は受けられません 2期接種月日

※1期の幼児は
受けられません

受付時間
いずれも午後

接種会場

1回目 2回目 3回目
中　　　　条 3月5日（幻 3月26日（幻 4月16日（火） 4月23日（幻 1時45分～2時10分 中条公民館

下　　　　条 3月5日（幻 3月26日（幻 4月16日（幻 4月23日（幻 2時45分～3時10分 下条公民館

水　　　　沢 3月6日㈱ 3月27日㈱ 4月17日㈹ 4月24日㈱
1時45分

～2時10分

水沢公民館

十日町・新座・大井田 3月7日（木） 3月28日休） 4月18日㈲ 4月25日（木）
保健センター

川治・六箇・吉田 3月8日㈹ 3月29日働 4月19日㈹ 4月26日働

※三種混合は1期3回、翌年2期1回、二種混合は1期2回、翌年2期1回の接種をします。
　1期、2期完了しない子は3期が受けられなくなります。6歳までに必ず接種を受けてください。

20歳以上の学生の皆さん
4月から国民年金に加入を

　
二
十
歳
以
上
の
学
生
は
、
今
ま
で
国
民
年
金
は
任
意
加

入
と
さ
れ
て
き
て
い
ま
し
た
が
、
四
月
か
ら
は
加
入
が
義

務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

■
加
入
の
手
続
き
　
国
民
年
金
に
加
入
す
る
に
は
、
住
民

登
録
し
て
あ
る
市
町
村
役
場
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

■
保
険
料
　
一
カ
月
の
保
険
料
は
九
千
円
で
す
。

■
保
険
料
の
免
除
制
度
　
経
済
上
の
理
由
な
ど
か
ら
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
人
は
、
申
請
に
よ
っ
て
保
険

料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
免
除

を
受
け
る
に
は
、
免
除
申
請

書
に
在
学
証
明
書
お
よ
び
親

元
の
所
得
証
明
書
（
源
泉
徴

収
票
な
ど
）
を
添
え
て
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
年

金
係
（
盈
内
線
幽
・
燭
）
へ
。

4月から学生の人も国民年金に

加入が義務づけられます。

成人式5月12Il

　
平
成
三
年
の
成
人
式
を
次
の
よ
う
に
行
い
ま
す
。
該
当

者
に
は
案
内
文
書
を
差
し
上
げ
て
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
届

か
な
い
人
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
公
民
館
（
学
校
町
一
暦
5
7

1
5
0
1
1
）
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
五
月
十
二
日
㈲
午
前
十
時
～
十
一
時
三
十
分

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
市
民
会
館

■
内
　
容
　
お
祝
い
の
こ
と
ば
、
「
二
十
歳
の
記
録
」
朗
読
、

　
記
念
講
演

■
該
当
者
　
昭
和
四

十
五
年
四
月
二
日

～
四
十
六
年
四
月

　
一
日
生
ま
れ
の
人

■
そ
の
他
　
　
「
二
十

歳
の
記
録
」
の
原

稿
を
募
集
し
ま
す
。

四
百
字
詰
原
稿
用

紙
で
三
～
五
枚
程

度
。
締
め
切
り
は

四
月
十
日
㈹
で
す
。

湾岸戦争被災者救援金受付

　日本赤十字社では、湾岸戦争による被災者救援のため

救援金の受け付けをしています。

ロ名　　称　湾岸戦争被災者救援金

■受付期間　1月21日から当分の間

ロ受付晶目　現金のみ

ロ受付窓口　社会福祉事務所内日赤十日町市地区（盈内

　線134）

第3回『私の見た信濃川』写真コンテスト

　　　　　　入賞作品展示

　市役所市民ホール／2月13日㈱～21日（木）

　このコンテストは、母なる川信濃川をカメラの眼で掘

り起こし、豊かな自然環境に恵まれたこの地域をもっと

身近に、そして多くの人に知ってもらうことを目的とし

て、建設省信濃川工事事務所が主催したものです。

9とおガ詐書平成3年2月10日
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スキー竸技に大活躍〃全国大会・国体へ
囹全国中学校スキー大会　（北海道名寄市）　　2月7日～9日

囹全国高等学校スキー大会　（山形県山形市）　　2月5日～9日

囹全日本ノルディック大会　（秋田県鹿角市）　　2月10日～14日

囹全日本アルペン大会　（北海道旭川市）　　2月12日～14日
國国体冬季スキー競技会　（新潟県塩沢町・六日町）　2月17日～20日

平成3年度（前期4～11月）

学校体育施設を

　　　開放します

県
中
学
校
ス
キ
屋
大
会

種　　　　　　目 順位 氏　　　名 学校（学年）
〈
全
国
大
会
へ
出
場
〉

距　離

男　子　／0　㎞

ノ1

3
6
7

佐　藤　成　展
柳　　　信太郎
春　臼　則　弘
小　林　裕　史

吉　　田　　（3）

十日町　　（3）

吉　　田　　（3）

南　　　（3）

女　子　5　㎞

4
6
9
り
O

生　越　、みな1子

斎　木　さちよ
弓　削　佳　子
高　橋　百　美

十日町　（3）
吉　　田　　（2）

十日町　（3）
南　　　（2）

県
高
等
学
校
ス
キ
8
大
会

種 目 順位 氏　　　名 学校（学年）

〈
全
国
大
会
へ
出
場
〉

距離

ク
ラ
シ
カ
ル

男子／5Km

4
2
3
／
3

高　橋　哲　成
村　山　敦　史
野　上　一　彦
中　嶋　太　一

十日町　（3）
十日町　（3）
十日町実業　（3）

松　　代　　（2）

女子5Km

2
3
4
8
／
0
／
3

山　内　京　子
庭　野　ひろみ
大　渕　愛　子
吉　田　利　恵
板　場　頁　紀
田　村　頁由美

十日町　　（3）

十臼町実業　（／）

十日町実業　（3）

十日町　（4）
十Eヨ町　　（／）

十日町　（／）

フ
リ
1

男子／5㎞
1
8
／
2

村　山　敦　史
小　海　恒　久
野　上　一　彦

十臼町　　（3）

十日町実業　（3）

十日町実業　（3）

女子／0㎞

2
3
6
8
／4／
2

山　内　京　子
大　渕　愛　子
吉　田　利　恵
板　場　頁　紀
庭　野　ひろみ
田　村　真由美

十日町　（3）
十日町実業　（3）

十日町　　（4）

十日町　（／）
十日町実業　（／）

十日町　（／）

複　　　　　　　　合 4 村　山　敏　夫 十日町実業　（2）

純　　　飛　　　躍
／1

7
生　越　　　永
村　山　敏　夫

十日町実業　（3）

十日町実業　（2）

リレー
男子／0㎞×4

／
2
3

松　　　代（中嶋太一吉田中出身）
十日町実業（野上・中町加藤・小海・小島関）
十　　日　　町（中島・高橋・村山・八島・八重沢・斎喜）

女子5㎞×3 ／
3

十　日　町（田村・山内・吉田・斎木・板場）

十日町実業（庭野大渕根津・高橋・村山）

回　転
男　　　　　子 3 江　□　典　秀 十日町実業　（3）

女　・　　　子 5 倉　沢　香　里 十日町実業　（3）

県
ス
キ
1
選
手
権
大
会

種　　　　　　目 順位 氏　　　名 学校・所属（学年） 国体 全臼本

距、離

ク
ラ
シ
カ
ル

少年男子15㎞ ／
7

高　橋　哲　成
村　Lu　敦　史

十臼町　（3）
十日町　（3）

○
○

○

成年男子1部A／5㎞

3
8

大　嶋　次　郎
渡　部　忠　夫

中央大　（2）
日体大　　（／）

○ ○
○

男子30㎞
4
7
／
0

高　橋　哲　成
渡　部　忠　夫
中　島　敏　明

十日町　（3）
日体大　　（／）

十日町　（2）

○
○
○

少年女子5㎞
4
9
／
0

山　内　京　子
庭　野　ひろみ
大　渕　愛　子

十日町　（3）
十日町実業　（／）

十日町実業　（3）

○ ○
○
○

成年女子1部A5㎞ 4 桑　原　弥　生 日体大　　（2） ○

成年女子／部B5㎞ 3 井　川　美智子 下条中教員 ○

女子／0㎞

4
7
8
り
0
／／
／2／
3

山　内　京　子
斎　木　まゆみ
庭　野　ひろみ
大　渕　愛　子
田　村　頁由美
吉　田　利　恵
板　場　頁　紀

十日町　（3）
十日町　（／）
十日町実業　（／）

十臼町実業　（3）

十日町　　（／）

十日町　　（／）

十日町　（／）

○
○
○
○
○
○
○

女子／5㎞ 4
7

山　内　京　子
田　村　頁由美

十日町　　（3）

十日町　（り）
○
○

フ
リ
1

男子／5㎞
3
7
／2

野　上　一　彦
中　嶋　太　一
大　嶋　次　郎

十日町実業　（3）

松　　代　　（2）

中央大　　（2）

○
○
○

男子50㎞
り／ 渡　部　忠　夫 日体大　　（／） ○

女子／0㎞

2
5
6
7
8
／
0

山　内　京　子
大　渕　愛　子
斎　木　まゆみ
田　村　頁由美
板　場　頁　紀
庭　野　ひろみ

十臼町　（3）
十日町実業　（3）

十日町　（／）
十日町　（／）
十臼町　　（／）
十日町実業　（／）

○
○
○
○
○
○

女子30㎞ 2
4

山　内　京　子
大　渕　愛　子

十日町　（3）
十日町実業　（3）

○
○

複合少年男子 2 生　越　　　永 十日町実業　（3） ○

純飛躍少年男子 ／ 生　越　　　永 十日町実業　（3） ○

リレー
男子／0Km×4

／1 松　　　代（中嶋太一吉田中出身） ○

女子5㎞×4 2
3

十日町（斎木・田村・山内・吉巴板場）
十日町実業（庭野・大渕根津・村山・高橋）

○
○

大回転
少　年　男　子 2 江　［コ　典　秀 十日町実業　（3） ○

成年男子／部A 4 後　藤　イ申　昭 十日町スキークラフ ○ ○

成年女子／部A
ノ1

小　林　里　美 十日町スキークラフ ○ ○

回　転
男　　　　　子 4 後　藤　伸　昭 十日町スキークラフ ○

女　　　　　子 6 小　林　里　美 十日町スキークラフ ○

　小・中学校の体育施設を、学校教

育に支障のない範囲で開放します。

》小学校………18力校

　十日町、東、西、赤倉、中条、飛

　渡第一、飛渡第二、川治、六箇、

　八箇、吉田、名ケ山、鐙島、東下

　組、水沢、野中、馬場、馬場小珠

　田分校

，〉中学校………6力校

　十日町、中条、南、吉田、下条、

　水沢

，〉利用できる人　　市内に在住また

は勤務する人が、10人以上で構成す

る責任者が明確な団体

》申し込み方法　　所定の申込用紙

に記入のうえ、3月2日仕）までに体

育課（総合体育館盈52－4377）へ。

車
剣

駐
総
館

の
、
道

へ
館
武

設
育
、

施
体
館

育
民
育

体
使
榊

？

①利用者以外の人は駐車しない

　こと。除雪作業の妨げになり

　ます。

②駐車の際は、屋根からの落雪

　にご注意ください。

2月の体育施設無料

開放日は23日仕）です

　申し込みは

　総合体育館盈52－4377へ一

テレビ放映
NHKテレビ「歌謡パレードj

●放送日

　　2月19日（火〉午後8：00～8：44

●雪まつり雪上カーニバルの様子が

放映されます。

NHK教育テレビ
くらし発見「雪国に生きる」

●放映日

　2月19日（火）午前11：00～11：15

　2月22日働〃　11：45～12：00㈲

　2月23日（土）〃　11：15～11：30㈲

雪国十目町の冬のくらしが紹介され
ます。

ヱ0
3／2（土）「痴呆性老人の世界」第1回上映14：00～第2回上映18二30～￥700　前売りあり

3／9（土）「安心して老いるために」第1回上映14二〇〇～第2回上映18二30～￥1，300　　〃

映写会のご案内
場所：十目町市民会館



茄役：所ぱ盈57－3111ζ〒948チ歳町3一のです

断酒のつどい
　一人ではやめられない酒を、仲間

で励まし合って断酒道に取り組んで

いる会です。お気軽においでくださ

い。希望の人は事前に申し込みくだ

さい。

■と　き　2月22日働午後1時30分

　～3時

■ところ　十日町保健所

■申し込み　十日町保健所（盈57－

2400）または保健衛生課保健衛生

係（奮内線138）へ予約ください。

心の健康相談
　ノイローゼ気味で眠れない。酒の

量が増え、まわりに迷惑をかけるな

どの悩みをお持ちの人は、お気軽に

おいでください。希望の人は事前に

申し込みください。

■と　き　2月26日（幻午後1時30分

　～3時

■ところ　十日町保健所

■担当医　江口医師（中条病院）

■申し込み　十日町保健所（智57－

　2400）または保健衛生課保健衛生

係（盈内線138）へ予約ください。

小型ロータリー除雪機

による事故に注意〃

　最近、小型ロータリー除雪機が急

速に普及していますが、除雪機に詰

まった雪を取り除こうとして指を切

断する事故が増えています。

　運転装置以外の部分に触れる時に

は、エンジンが止まっているか確認

するなど、十分に注意し、作業を行

うよう心がけてください。

経営能力強化セミナー
　急成長をとげる企業の中で「お米」

にこだわり年商100億円を超える独特

の経営理念を学ぶ

■と　き　2月19日（幻午後2時～3

　時30分

■ところ　クロス10　3Fレセプシ

　ョンホール

■聴講人数　100人（整理券発行）

■講師市川　稔氏
　　　　（いちかわアクト㈱社長）

■テーマ　米維新・米興し・企業維

新の経営戦略～「お米」から時代の

　求める「ごはん」へ～

■問い合わせ　地場産業振興センタ

ー（クロス10）開発事業部（盈57

－2323）へ。

※入場整理券はクロス10にあります。

農業用軽油の免税証交付
　農業用軽油にかかる免税証の交付を、次のとおり行います。交付を希望する

人は、忘れずに交付申請をしてください。なお、当日交付申請しなかった場合、

交付を受けることができなくなることがあります。

■と　き　3月26日（幻午前9時～午後4時

■ところ　十日町総合庁舎　第二会議室

■必要書類　①免税証交付申請書②免税軽油使用者証③耕作面積証明書

　　　（農業委員会で証明を受けてください）④印鑑（共同使用の場合は全員

交通安全キャンベーン

囹スリップ事故に注意しましょう

　冬道での急ハンドルや急ブレーキは非

常に危険です。

また、除雪の障害にな

る路上駐車は絶対にし

ないでください。

￥・　’

　　　亀’
ノロロ　　　　ヨの

　　　　トクぢ。謄）

　！　・〆、，

1月中の交通事故発生状況　（）は累計

市　町　村 発生件数 負傷者数 死者数

十日町市
平成3年 8（8） 8（8） 0（0）

平成2年 7（7） 12（12） 0（0）

川西町
津南町
中里村

平成3年 6（6） 9（9） 0（0）

平成2年 1（1） 1（1） 0（0）

計
平成3年 14（14） 17（17） 0（0）

平成2年 8（8） 13（13） 0（0）

　　　　　スリップして追突
　馨裁
　懇蛋　　1月8日（幻午前8時ごろ、

　　　　千歳町1丁目地内の市道上に

おいて、49歳の男性が運転する軽乗用車

がスリップして、23歳の女性が運転する

軽貨物車に追突。追突された運転者がむ

ちうち症になった。運転中は心をひきし

めて、余裕をもって。

の印鑑）⑤新規および機械の変更がある場合は、使用機械の証明書また

は納品書の写し

■問い合わせ　十日町財務事務所（盈57－5512〉へ。

平成3年度十日町少年少女発明クラブ員募集

容
年
所
数
費
み

内
学
場
回
　
込

動
象
動
動
　
し

活
対
活
活
経
申

■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
■

紙工作、木工作、電気工作などの基礎工作発明工夫作品

小学3年生以上と中学生で定員60人

十日町中学校　理科教育センター

4月～12月まで約22回隔週土曜日か日曜日の午後

3，000円（教材費と障害保険料）

3月5日から3月15日までに各学校の担任へ。

公営住宅入居者募集

■黒沢市営住宅　（簡易耐火、

　2階建）〉募集＝1戸（6

畳、4．5畳、D　K）　》家

賃＝12，300円

■新座県営住宅　　（鉄筋コン

　クリート造3階建）　〉募

集二1戸（6畳、4，5畳）》

家賃＝12，100円

■申し込み　2月22日働まで

に建設課建築住宅係（盈内

線266）へ。

東北電力からのお願い

■雪おろしのとき、電線に雪を投げ

　当てないでください。停電の原因

になります。

■変圧器や電線に触れますと、感電

する恐れがありますので、近くで

作業する場合は注意してください。

■電線が切れて道路に落ちていても、

絶対にさわらないで、東北電力㈱

に連絡してください。東北電力㈱

十日町営業所（盈52－3107）

ユユ盈おガ蓄重平成3年2月10日



》

⑱◎⑰　　市史編さん室

→

水沢館跡の調査

　
J
R
越
後
水
沢
駅
の
南
西
約
二
〇

〇
メ
ー
ト
ル
の
所
に
、
水
沢
館
跡
と

い
う
今
か
ら
約
五
〇
〇
年
前
の
館
跡

（
や
か
た
あ
と
）
が
あ
り
ま
す
。
地

形
や
明
治
時
代
の
地
籍
図
な
ど
に
よ

り
、
以
前
か
ら
大
き
な
館
跡
で
は
な

い
か
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
昨

年
秋
に
、
市
道
城
内
（
た
て
な
か
）

線
の
工
事
計
画
が
も
ち
あ
が
り
、
館

跡
の
西
側
に
つ
い
て
記
録
保
存
の
た

め
の
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

八
月
末
か
ら
約
三
ケ
月
間
、
面
積
は

約
八
O
O
平
方
メ
ー
ト
ル
で
し
た
。

　
調
査
の
結
果
、
館
跡
を
取
り
巻
く

空
堀
（
か
ら
ぼ
り
）
、
そ
の
内
側
の
土

塁
（
ど
る
い
）
、
建
物
跡
な
ど
の
一
部

と
、
そ
の
当
時
の
陶
磁
器
な
ど
が
多

数
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
縄
文

時
代
の
土
器
・
石
器
や
、
近
世
の
墓

跡
、
鍛
冶
跡
（
か
じ
あ
と
）
な
ど
も

見
つ
か
り
ま
し
た
。
館
跡
の
広
さ
は

南
北
約
一
二
〇
メ
ー
ト
ル
、
東
西
約

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
と
推
定
さ
れ
ま
す

が
、
幅
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
約

二
～
三
メ
ー
ト
ル
の
空
堀
や
、
高
さ

約
二
・
五
メ
ー
ト
ル
の
土
塁
な
ど
、

郡
市
内
で
も
最
大
級
の
大
き
さ
で
す
。

北
側
で
発
見
さ
れ
た
二
本
の
空
堀
は
、

こ
の
館
が
一
度
築
か
れ
て
か
ら
、
北

に
拡
張
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の

で
、
県
内
で
も
珍
し
い
貴
重
な
発
見

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
水
沢
館
跡
は
、
館
の
構
造
や
発
見

さ
れ
た
陶
磁
器
な
ど
か
ら
見
る
と
、

か
な
り
有
力
な
領
主
が
住
ん
で
い
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
近
く
の
桃
山

城
跡
や
カ
タ
ガ
リ
城
跡
、
馬
場
館
跡

な
ど
と
と
も
に
、
善
光
寺
街
道
や
信

濃
川
を
守
る
軍
事
上
の
要
所
で
あ
っ

た
の
で
し
よ
う
。
調
査
の
範
囲
を
、

館
の
中
心
が
あ
る
東
側
に
さ
ら
に
広

げ
て
い
け
ば
、
よ
り
多
く
の
事
実
が

判
明
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

道路沿いの空堀跡と建物跡

一11一

冬
期
集
落
保
安
要
員
を

　
　
　
　
続
け
て
十
六
年

　
　
　
　
尾
身
正
作
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
鉢
1
・
6
3
歳
）

　
冬
期
間
、
大
雪
で
孤
立
状
態
に
な

り
や
す
い
集
落
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
、
保
安
要
員
制
度
が
で
き
た
の

が
昭
和
五
十
年
。
当
初
は
二
十
九
人

で
し
た
が
、
現
在
は
十
七
人
。
そ
の

中
で
、
た
だ
一
人
当
初
か
ら
大
役
を

担
っ
て
き
た
の
が
、
鉢
地
区
の
尾
身

正
作
さ
ん
で
す
。

　
初
雪
か
ら
雪
解
け
ま
で
、
な
だ
れ

や
地
す
べ
り
の
危
険
箇
所
の
巡
回
、

道
路
除
雪
や
雪
ぴ
落
と
し
作
業
な
ど
、

重
労
働
の
連
続
。

　
「
長
い
間
続
け
て
こ
れ
た
の
も
、

家
族
や
地
域
の
人
た
ち
の
励
ま
し
の

お
陰
」
と
、
淡
々
と
語
る
尾
身
さ
ん
。

　
五
六
・
五
九
豪
雪
の
時
は
、
巡
回

や
公
共
施
設
の
雪
下
ろ
し
な
ど
で
、

自
宅
の
雪
下
ろ
し
も
ま
ま
な
ら
な
か

っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
鉢
地
区
は
半
数
の
四
十
世
帯
の
家

で
大
黒
柱
が
出
稼
ぎ
に
。
出
稼
ぎ
に

行
く
人
も
家
族
も
、
尾
身
さ
ん
の
お

陰
で
大
助
か
り
。
　
「
な
だ
れ
や
地
す

べ
り
が
起
き
た
こ
と
も
何
度
か
。
大

き
な
災
害
に
な
ら
ず
ホ
ッ
と
し
ま
し

た
。
丈
夫
な
う
ち
は
頑
張
り
た
い
」

と
、
毎
日
朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で

地
域
内
の
巡
回
を
続
け
て
い
ま
す
。

十
日
町
市
民
の
願
い

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ば
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い
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●
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●
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●

齢がまち噛然
　　　　　（理科センター）

　スギヒラタケ　⑰

　この地方では「カタハ」と呼

ばれているキシメジ科のキノコ

です。茎のないヒラタケ型で、

傘は初め円形、のち生長に従い

半円形、ヒラ形、耳形、扇形と

なります。

　10月頃、スギの切り株や倒木

に群生し、収量の多い大衆食菌

として親しまれています。

　本菌にまぎらわしい毒タケの

ないことも魅力の一つです。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

一
一

一
こ

ミ

▼
今
月
号
は
道
路
除
雪
の
様
子
を
取
材

し
ま
し
た
。
少
雪
と
言
わ
れ
て
い
た
今

年
の
冬
で
し
た
が
、
い
つ
の
間
に
か
平

年
並
み
の
雪
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

絶
え
間
な
く
降
り
続
い
て
い
る
雪
を
見

て
い
る
と
、
う
ん
ざ
り
し
た
気
分
に
な

っ
て
き
ま
す
が
、
ミ
サ
イ
ル
や
爆
弾
が

落
ち
て
く
る
所
が
あ
る
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
雪
く
ら
い
は
と
い
う
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。
▼
そ
の
湾
岸
戦
争
の
勃
発
の

ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
た
の
が
、
一
月
十
七

日
、
取
材
に
行
く
途
中
の
車
の
中
で
し

た
。
テ
レ
ビ
に
映
る
戦
争
の
様
子
は
映

画
の
よ
う
で
実
感
が
わ
か
な
か
っ
た
の

が
、
油
に
ま
み
れ
た
海
鳥
の
姿
を
見
た

と
き
に
は
戦
争
の
悲
惨
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
こ
の
市
報
が
市
民
の
皆
さ
ん
の
と

こ
ろ
に
届
く
こ
ろ
に
は
、
戦
争
が
終
わ

っ
て
い
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
．
①
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